
９．保険会社およびその子会社等の状況

（１）主要な業務の状況を示す指標
（単位：億円）

経　 常 　収 　益

経常利益(△は経常損失)

四半期包括利益

総　　　資　　　産

ソルベンシー・マージン比率

（２）連結範囲および持分法の適用に関する事項

連結される子会社および子法人等数 ： １９ 社

持分法適用の非連結の子会社および子法人等数 ： ０ 社

持分法適用の関連法人等数 ： ７ 社

期中における重要な子会社等の異動について

詳細は、２２ページ「四半期連結財務諸表の作成方針1．」をご参照ください。

（３）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、２３ページ「注記事項（四半期連結貸借対照表関係）2．」をご参照ください。

（４）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

  詳細は、２３ページ「注記事項（四半期連結貸借対照表関係）１．」をご参照ください。

②　①以外の会計方針の変更 ： 無

③　会計上の見積りの変更 ： 無

④　修正再表示 ： 無

1,063.9% 1,022.9%

項　　目

531,994 534,592 

２０２５年度第１四半期
連結会計期間末

２０２４年度末

306                      △0

15,049 

2,317 1,525 

親会社に帰属する四半期純剰余
(△は親会社に帰属する四半期純
損失)

２０２４年度第１四半期
連結累計期間

項　　目

17,375 

△606 

２０２５年度第１四半期
連結累計期間

421 
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（５）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

（２０２５年６月３０日現在）

1,093,824 703,521

165,000 188,000

149,806 148,110

130,232 155,511

42,834,868 42,817,653

5,761,005 5,680,548

984,281 976,641

619,079 845,509

1,466 994

236,833 220,499

948,630 935,953

525,685 523,066

10,681 5,487

4,766 4,778

△6,893 △6,854

53,459,267 53,199,420

40,860,348 41,058,604

支 払 備 金 1,172,065 907,287

責 任 準 備 金 39,395,766 39,755,690

社 員 配 当 準 備 金 292,516 395,625

8,931 12,103

134,510 125,321

1,207,793 1,207,793

4,445,205 3,916,754

8,900 8,486

1,173,695 1,104,663

426,103 520,189

78,575 79,243

4,766 4,778

48,348,829 48,037,938

980,000 980,000

452 452

204,511 40,695

1,184,964 1,021,148

3,373,116 3,631,649

△92,478 △93,688

121,149 122,870

292,609 208,315

228,119 220,264

2,958 50,921

3,925,474 4,140,332

5,110,438 5,161,481

53,459,267 53,199,420

純 資 産 の 部 合 計

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

退 職 給 付 に 係 る 調 整 累 計 額

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 合 計

在外子会社等に係る保険契約準備金評価差額金

土 地 再 評 価 差 額 金

為 替 換 算 調 整 勘 定

連 結 剰 余 金

基 金 等 合 計

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

再 評 価 積 立 金

支 払 承 諾

負 債 の 部 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

価 格 変 動 準 備 金

繰 延 税 金 負 債

再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債

退 職 給 付 に 係 る 負 債

基 金 償 却 積 立 金

再 保 険 借

社 債

そ の 他 負 債

（ 負 債 の 部 ）

保 険 契 約 準 備 金

代 理 店 借

支 払 承 諾 見 返

貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

そ の 他 資 産

退 職 給 付 に 係 る 資 産

繰 延 税 金 資 産

無 形 固 定 資 産

代 理 店 貸

再 保 険 貸

有 価 証 券

貸 付 金

有 形 固 定 資 産

コ ー ル ロ ー ン

買 入 金 銭 債 権

金 銭 の 信 託

金　　  額 金　  　額

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金

２０２４年度末 ２０２５年度
要約連結貸借対照表 第１四半期連結会計期間末

（２０２５年３月３１日現在）
科 目

期 別
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（６）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(単位：百万円)

期　別

　　科　目

1,504,933 1,737,581

886,427 1,261,420

584,049 433,569

( うち 利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 ) （ 298,807 ） （ 356,850 ）

( うち 金 銭 の 信 託 運 用 益 ) （ 72 ） （ 502 ）

( うち 有 価 証 券 売 却 益 ) （ 81,271 ） （ 47,074 ）

( うち 特 別 勘 定 資 産 運 用 益 ) （ 11,415 ） （ 13,665 ）

34,457 42,591

1,462,781 1,798,268

958,387 990,815

( うち 保 険 金 ) （ 223,127 ） （ 196,352 ）

( うち 年 金 ) （ 158,557 ） （ 168,909 ）

( うち 給 付 金 ) （ 184,015 ） （ 191,407 ）

( うち 解 約 返 戻 金 ) （ 296,948 ） （ 349,992 ）

37,025 202,445

37,016 202,318

9 126

232,216 360,787

( うち 支 払 利 息 ) （ 33,063 ） （ 39,539 ）

( うち 有 価 証 券 売 却 損 ) （ 26,090 ） （ 113,009 ）

( うち 有 価 証 券 評 価 損 ) （ 1,714 ） （ 33,732 ）

( うち 為 替 差 損 ) （ ― ） （ 105,965 ）

168,811 177,655

66,339 66,563

42,152 △60,687

― 72,335

― 3,433

― 68,902

8,983 8,542

2,580 5,547

5,593 ―

― 2,008

810 983

― 3

33,169 3,106

△1,048 5,426

3,550 △2,310

2,502 3,116

30,667 △10

30,667 △10

　　（四半期連結損益計算書）

２０２４年度第１四半期連結累計期間 ２０２５年度第１四半期連結累計期間

資 産 運 用 収 益

資 産 運 用 費 用

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

保 険 金 等 支 払 金

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

責 任 準 備 金 繰 入 額

社 員 配 当 金 積 立 利 息 繰 入 額

経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

金　　額 金　　額

２０２４年  ４月　１日から ２０２５年  ４月　１日から

２０２４年　６月３０日まで ２０２５年　６月３０日まで

事 業 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益 ( △ は 経 常 損 失 )

特 別 利 益

固 定 資 産 等 処 分 益

価 格 変 動 準 備 金 戻 入 額

親 会 社 に 帰 属 す る 四 半 期 純 剰 余
( △ は 親 会 社 に 帰 属 す る 四 半 期 純 損 失 )

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

四 半 期 純 剰 余 ( △ は 四 半 期 純 損 失 )

法 人 税 及 び 住 民 税 等

そ の 他 特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 剰 余

特 別 損 失

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

不 動 産 圧 縮 損

社 会 厚 生 事 業 増 進 助 成 金

固 定 資 産 等 処 分 損
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(単位：百万円)

２０２４年度第１四半期連結累計期間 ２０２５年度第１四半期連結累計期間

期　別 ２０２４年  ４月　１日から  ２０２５年  ４月　１日から

　　科　目 ２０２４年　６月３０日まで  ２０２５年　６月３０日まで

金　  　　額 金　  　　額

30,667  △10  

201,103  152,582  

159,282  249,938  

△24,664  △1,578  

62,149  △77,551  

△4,146  △7,855  

―  △5,832  

8,482  △4,538  

231,770  152,572  

231,770  152,572  

（四半期連結包括利益計算書）

四 半 期 純 剰 余 ( △ は 四 半 期 純 損 失 )

そ の 他 の 包 括 利 益

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

為 替 換 算 調 整 勘 定

退 職 給 付 に 係 る 調 整 額

持 分 法 適 用 会 社 に 対 す る 持 分 相 当 額

四 半 期 包 括 利 益

親 会 社 に 係 る 四 半 期 包 括 利 益

在外子会社等に係る保険契約準備金評価差額金
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注記事項 

（四半期連結財務諸表の作成方針） 

１．連結の範囲に関する事項 

（1）連結の範囲の変更 

   当第 1 四半期連結会計期間に当社の子会社および子法人等となった以下 2 社について、当第 1 四半期連結会計

期間より連結の範囲に含めております。 

   American Heritage Life Insurance Company 

   American Heritage Service Company 

   StanCorp Financial Group, Inc.傘下子会社 3社について、他の StanCorp Financial Group, Inc.傘下子会社

と合併したことに伴い、当連結会計年度より連結の範囲から除外しております。 

（2）変更後の連結される子会社および子法人等数 19 社 
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注記事項 

（四半期連結貸借対照表関係） 

1．重要な会計方針の変更 

（1）一部の連結される海外の保険会社の米国会計基準 FASB Accounting Standards Codification Topic 944「金融

サービス－保険契約」の適用 

一部の連結される海外の保険会社において、米国会計基準 FASB Accounting Standards Codification Topic 944

「金融サービス－保険契約」を当第 1 四半期連結会計期間の期首から適用しております。これにより、将来保険給

付に係る負債の会計処理、市場リスクを伴う給付の公正価値測定、繰延新契約費の償却方法等を変更しております。 

当該会計基準は遡及適用され、会計方針の変更の累積的影響額は当第 1 四半期連結会計期間の期首の純資産の帳

簿価額に反映されております。 

この結果、当第 1 四半期連結会計期間の無形固定資産の期首残高は 4,898 百万円減少、再保険貸の期首残高は

17,801 百万円減少、その他資産の期首残高は 10,775 百万円減少、繰延税金資産の期首残高は 4,590 百万円減少、保

険契約準備金の期首残高は 91,470 百万円減少、繰延税金負債の期首残高は 7,588 百万円増加、利益剰余金の期首残

高は 6,009 百万円減少、その他有価証券評価差額金の期首残高は 13,398 百万円減少、為替換算調整勘定の期首残高

は 7百万円減少、在外子会社等に係る保険契約準備金評価差額金の期首残高は 65,232 百万円増加しております。 

 （2）一部の持分法適用の関連法人等のタイ財務報告基準（以下「TFRS」という）第 9 号「金融商品」および TFRS

第 17 号「保険契約」の適用 

一部の持分法適用の関連法人等において、TFRS 第 9 号「金融商品」および TFRS 第 17 号「保険契約」を当第 1 四

半期連結会計期間の期首から適用しております。これにより、貨幣の時間価値、保険契約から生じるキャッシュ・フ

ローの金融リスク、及び保険契約から生じるキャッシュ・フローの不確実性の影響を反映するよう保険契約準備金

を測定しております。 

当該会計基準は遡及適用され、会計方針の変更の累積的影響額は当第 1 四半期連結会計期間の期首の純資産の帳

簿価額に反映されております。 

この結果、当第 1四半期連結会計期間の有価証券の期首残高は 10,096 百万円増加、利益剰余金の期首残高は 1,376

百万円増加、その他有価証券評価差額金の期首残高は 18,724 百万円増加、繰延ヘッジ損益の期首残高は、1 百万円

減少、為替換算調整勘定の期首残高は 243 百万円増加、在外子会社等に係る保険契約準備金評価差額金の期首残高

は 10,246 百万円減少しております。 

 

2．四半期特有の会計処理 

（1）四半期連結貸借対照表については、当社の前年度の剰余金処分案が 2025 年 7 月 2 日の総代会にて承認される

ことを前提としております。 

（2）当社の税金費用については、当第 1 四半期連結累計期間を含む会計年度の税引前当期純剰余に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純剰余に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっています。 

なお、当社の法人税等調整額は、法人税及び住民税等に含めて計算しております。 

 

3．当社の責任準備金には、保険業法施行規則第 69 条第 5 項の規定に基づき積み立てた以下のものが含まれておりま

す。 

・ 1995 年 9 月 2日以降に契約締結した一時払養老保険契約を対象として 2014 年度において積み立てたもの 

・ 1998 年 4 月 2日以降に契約締結した一時払個人年金保険契約を対象として 2017 年度において積み立てたもの 

・ 1999 年 4 月 1日以前に契約締結した個人年金保険契約（上記の一時払個人年金保険契約を除く）を対象として、

予定利率 2.00％を用いて保険料積立金を計算したことにより生じた差額を 2020 年度からの 2 年間にわたって積

み立てたもの 

・ 変額保険契約を対象として 2014 年度および 2023 年度において積み立てたもの 

・ 1994 年 4 月 1日以前に契約締結した一部の終身保険契約を対象として、予定利率 3.75％を用いて保険料積立金を

計算したことにより生じた差額を 2024 年度からの 4年間にわたって積み立てることとしたもの 

一部の連結される海外の保険会社の責任準備金は、米国会計基準に基づき算出した額を計上しております。 

 

4. 当社の既発生未報告支払備金（まだ支払事由の発生の報告を受けていないが保険契約に規定する支払事由が既に発

生したと認める保険金等をいう。以下同じ）については、新型コロナウイルス感染症と診断され、宿泊施設または自

宅にて医師等の管理下で療養をされた場合（以下「みなし入院」という）等に入院給付金等を支払う特別取扱を 2023

年 5 月 8日以降終了したことにより、平成 10 年大蔵省告示第 234 号（以下「IBNR 告示」という）第 1条第 1 項本文

に基づく計算では適切な水準の額を算出することができないことから、IBNR 告示第 1 条第 1 項ただし書の規定に基

づき、以下の方法により算出した額を計上しております。 

（計算方法の概要） 

IBNR 告示第 1 条第 1 項本文に掲げる全ての連結会計年度の既発生未報告支払備金積立所要額及び保険金等の支払

額から、みなし入院に係る額を除外した上で、IBNR 告示第 1 条第 1 項本文と同様の方法により算出しております。 
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5．社員配当準備金の異動状況は次のとおりであります。 

当連結会計期間期首現在高 292,516 百万円

前連結会計年度連結剰余金よりの繰入予定額 157,450 百万円

当第 1四半期連結累計期間社員配当金支払額 54,468 百万円

利息による増加等 126 百万円

当第 1四半期連結会計期間末現在高 395,625 百万円

 

6．消費貸借契約により貸し付けている有価証券（現金担保付債券貸借取引による有価証券を含む）の連結貸借対照表

価額は 6,097,966 百万円、売現先取引により買戻し条件付で売却した有価証券の連結貸借対照表価額は 215,784 百

万円であります。 

7．負債の部の社債は、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付社債および外貨建劣

後特約付社債であります。 

 

8．負債の部のその他の負債には、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付借入金

271,600 百万円を含んでおります。 

 

9．取得による企業結合 

当社の連結子会社である StanCorp は、2025 年 4 月 1日に、The Allstate Corporation から、同社の団体保険事業

を営む保険子会社を含む 2 社が発行する全株式を取得いたしました。 

StanCorp は、米国財務会計基準審議会が公表する会計基準（ASC）Topic 805「企業結合」に基づき、本取引を事業

の取得として認識しております。 

(1) 企業結合の概要 

①被取得企業の名称及び取得した事業の内容 

被取得企業の名称  American Heritage Life Insurance Company 

American Heritage Service Company 

事業の内容 団体保険事業および関連事務サービス事業 

②企業結合を行った主な理由 

団体保険事業における事業基盤の強化と効率化により、StanCorp のさらなる成長を図ること等を目的として

おります。 

③企業結合日 

2025 年 4 月 1 日 

④企業結合の法的形式 

株式取得 

⑤結合後企業の名称 

American Heritage Life Insurance Company 

American Heritage Service Company 

⑥取得した議決権比率 

100％ 

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社の連結子会社である StanCorp が議決権の過半数を所有し、意思決定機関を支配していることが明確であ

るためであります。 

(2) 連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期間 

企業結合日の決算財務諸表を使用しているため、被取得企業の業績は連結財務諸表に含まれておりません。 

(3) 被取得企業の取得原価及びその内訳 

取得の対価     1,929 百万米ドル 

取得原価      1,929 百万米ドル 

（注）現時点では確定しておらず、見積りによっております。 

(4) 主要な取得関連費用の内容及び金額 

アドバイザリー費用等 29 百万米ドル 

（注）現時点では確定しておらず、見積りによっております。 

(5) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

資産合計      3,996 百万米ドル 

（うち有価証券    1,676 百万米ドル） 

負債合計      2,067 百万米ドル 

（うち保険契約準備金 1,971 百万米ドル） 

（注）現時点では確定しておらず、見積りによっております。 

(6) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

①発生したのれんの金額 
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1,018 百万米ドル 

（注）現時点では確定しておらず、見積りによっております。 

②発生原因 

StanCorp の団体保険事業における顧客基盤強化と事業効率化によって期待される超過収益力であります。 

③償却方法及び償却年数 

10 年間にわたる均等償却であります。 

(7) のれん以外の無形固定資産に配分された金額および主要な種類別の内訳ならびに全体および主要な種類別の

加重平均償却期間 

主要な種類別の内訳 金額 償却期間 

買収時の既契約価値 738 百万米ドル - 

（注）現時点では確定しておらず、見積りによっております。償却期間は精査中のため確定しておりません。 

(8) 取得原価の配分 

当第 1 四半期連結会計期間末において資産及び負債の公正価値を精査しており、取得原価の配分が完了して

いないため、その時点で入手可能な合理的情報に基づき暫定的な会計処理を行っております。 

 

10．当社は、2025 年 2 月 7日に、Legal & General Group plc（以下、「Ｌ＆Ｇ」という）から、米国生命保険会社

Banner Life Insurance Company 等を傘下に有する、Ｌ＆Ｇの米国持株会社である Legal & General America, Inc.

の全発行株式を取得することについて合意いたしました。当該株式の取得は、各国の規制当局認可の取得等を前提

として、2025 年度下半期に完了する見込みです。 

(1) 企業結合の概要 

①被取得企業の名称及び取得した事業の内容 

被取得企業の名称  Legal & General America, Inc. 

事業の内容 米国における生命保険事業および年金リスク移転事業 

②企業結合を行った主な理由 

「個人生命保険市場へのアクセス」「先進的なデジタル技術」「PRT 事業」等の利点を有するバナーライフ社

の子会社化を通じ、当社グループは米国生命保険市場における収益基盤をよりいっそう強化すること等を目的

としております。 

(2) 被取得企業の取得原価及びその内訳 

取得の対価    2,281 百万米ドル 

（注）現時点では確定しておらず、見積りによっております。 

 

11. 当社は、2025 年 7 月 1日に、イオンフィナンシャルサービス株式会社から、イオン・アリアンツ生命保険株式会

社の株式 85.1％を取得いたしました。 
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注記事項 

（四半期連結損益計算書関係） 

1．当第 1 四半期連結累計期間に係る減価償却費（賃貸用不動産等減価償却費を含む）は 19,217 百万円、のれんの償

却額は 6,351 百万円であります。 
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（７）連結ソルベンシー・マージン比率 

 （単位：百万円） 

項   目 ２０２４年度末 

２０２５年度 

第１四半期 

連結会計期間末

ソルベンシー・マージン総額 （Ａ） 10,454,425 10,311,311

 基金等 537,620 273,048

 価格変動準備金 1,173,695 1,104,663

 危険準備金 1,047,754 1,052,316

 異常危険準備金 13,770 13,892

 一般貸倒引当金 2,153 2,134

 
（その他有価証券評価差額金（税効果控除前）・繰延ヘッジ損益（税効果

控除前））×９０％（マイナスの場合１００％） 
4,242,094 4,552,603

 土地の含み損益×８５％（マイナスの場合１００％） 559,899 561,580

 未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の合計額 319,756 308,769

 全期チルメル式責任準備金相当額超過額 1,309,273 1,303,441

 負債性資本調達手段等 1,479,393 1,479,393

 
全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資本調達手段等の

うち、マージンに算入されない額 
△66,238 △236,792

 控除項目 △243,817 △222,620

 その他 79,070 118,879

リスクの合計額 

64
2

732
2

98
2
5

2
1 )()( RRRRRRRRR   （Ｂ） 

1,965,236 2,016,067

 保険リスク相当額          Ｒ1 212,898 209,379

 一般保険リスク相当額        Ｒ5 1,828 1,829

 巨大災害リスク相当額        Ｒ6 624 620

 第三分野保険の保険リスク相当額   Ｒ8 77,694 77,219

 少額短期保険業者の保険リスク相当額 Ｒ9 ― ―

 予定利率リスク相当額        Ｒ2 128,403 126,800

 最低保証リスク相当額        Ｒ7 5,000 4,951

 資産運用リスク相当額        Ｒ3 1,765,263 1,817,967

 経営管理リスク相当額        Ｒ4 43,834 44,775

ソルベンシー・マージン比率 
        （Ａ） 
     （１／２）×（Ｂ） 

1,063.9% 1,022.9%

（注）  １．２０２４年度末については、保険業法施行規則第８６条の２および第８８条ならびに平成２３年金融庁告示第２３号の規定

に基づいて算出しています。２０２５年度第１四半期連結会計期間末については、これらの規定に準じて当社が合理的と判断

する方法で算出しています。 

２．「最低保証リスク相当額」は、平成２３年金融庁告示第２３号第４条第５項に規定する標準的方式に基づいて算出しています。 

 

（８）セグメント情報 

２０２５年度第１四半期連結累計期間（２０２５年４月１日から２０２５年６月３０日まで）において、当社および連結

される子会社および子法人等は、生命保険事業以外に損害保険事業等を営んでいますが、損害保険事業等の

全セグメントに占める割合が僅少であり、生命保険事業の単一セグメントとみなせるため、セグメント情報の記載を

省略しています。 

 

 
 

 

×１００
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